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（写真１）横田基地で７月７日、中隊の（合同）編隊飛行に備えフライトラ

インを走行する第３６空輸中隊のC-１３０Jスーパーハーキュリーズ。 
 

横田基地は米空軍の平時および有事における西太平洋の主要な空輸

拠点であり、空中投下、航空医療搬送、特殊作戦、高官輸送などの任務

を担っている。 
 

 

１ 

（写真２）編隊飛行で日本上空を飛行する第３６空輸中隊のC-１３０J

スーパーハーキュリーズを目視する（ワイオミング州）シャイアン空軍州

兵部隊C-１３０Hハーキュリーズの操縦士。 
 

第１８７空輸中隊（ワイオミング州）と第１５８空輸中隊（ジョージア州）は、

インド太平洋地域における相互運用性と習熟度を高め、日本防衛のた

めの作戦即応能力の強化および自由で開かれたインド太平洋を確かな

ものにする定期訓練を支援するために横田を訪れた空軍州兵の部隊。 
 

２ 

（写真３）編隊飛行で富士山付近を飛行する第３６空輸中隊のC-１３０J

スーパーハーキュリーズ。 
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